
 
小学生は篠田ヒデ、女流はミセス高橋が初栄冠！ 

 超人とはまさに後藤さんのことだろうか。１０㎏のもちつきなど彼にとっては 

単なる準備運動に過ぎなかった。前日までの雨がうそのように晴れ上がった七軒 

家公園で、１２月１３日（土）もちつき＆第三期ＮＩＢ王戦を開催した。春日部 

山田岐実君、篠本泉さんと並木良子さんが初参戦、女の戦いも熱かったぜ。 

予選は６ブロック２８名がノミネート。ここでふるいにかけられたのは田口、 

西村、まみぃ、並木、大竹妻、篠田トモ、黒田直、野口、篠本健、池川の１０名 

だ。タイトル保持者３名も予選落ち、このタイトルの難しさが伝わる。予選１位通過は

池田ママ、鉄人大竹、顧問中島、カズ渡辺、日本一星野、超人後藤の６名。初参戦の中

１山田、篠本泉も準決勝に進出、その実力はたいしたものだ。準決勝Ａブロックは会長

が最終戦で松ちゃん、後藤をぶっ飛ばし１位通過、これはラッキーだ。喜びを隠しきれ

ない会長、はしゃぎ過ぎです。２位は同点決勝、超人後藤ＶＳミセス高橋。惜しくもミ

セスこれを逃したが女流ＮＩＢ王が確定、初タイトルだ。大人に混じり奮闘したＲＹＯ

加藤だがここで力尽きた。Ｂブロックは後半猛追したジョージ土屋が、ミスター高橋、

顧問中島、若頭中島等を抑えて堂々の１位通過。Ｃブロックでは篠田ヒデが後半貴重な

３点をゲットし１位通過。鉄人大竹、中１山田、釣人今村による同点決勝は鉄人が残り

決勝進出を果たした。ジュン大竹は学校の帰りに駆けつけてくれたが残念ながらここま

でだった。 

 さて決勝１０回戦、まずはラッキー会長とミスターが序盤の１，２回戦で引き分け、 

勝ち点２を獲得。会長の脳裏に初タイトルの文字がかすめたが、ここに鉄人大竹が立ち 

はだかり、リキ勝ちで２点獲得。さらに後藤が３回連続勝利で７点獲得これは大きい。 

離されてはいけないと大竹がリキ勝ちで勝ち点を４とするが、ここでジョージが登場、 

一人残りで勝ち点３。ジョージ初タイトルかと期待を寄せたが、ヒデも一

人残りで勝ち点３に追いつく。迎えた１０回戦、逆転の望みは鉄人大竹だ

けにある。さすがに大竹、ここでしぶとく勝ち残ったが、リキ勝ちでは勝 

ち点は６止まり、わずかに後藤が残して第三期ＮＩＢ王戦を制した。そ 

して同点決勝の小学生ＮＩＢ王は、ヒデがジョージを破り笑顔の初タイ 

トルだ、おめでとう。ジョージ、次回があるゾー！ 

 

 

松崎さん所有のサンガンベー。実はこれはタイムトライアル戦用のものだ。ケツが丸くならない

ように、何かがはめ込んであるのが分かるでしょうか。磨き上げたベーの輝きはさすがにプロの

仕上げ屋さんの技だねー。 
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